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む
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一
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議
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前
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絞
セ
ン
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ー
吋
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仁
淀
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対
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催
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(3) 

々 郊のre.つつじ

証えは

e'.} 

登録印鑑

譲事

切替期限は 9月初日

印
鑑
輩
録
の
手
続
き

。
新
し
く
印
緩
登
録
を
す
る
時
*
印
刷
脚
内
大
き
き
が
、
一
滅
的
援
さ
八

開
州
機
内
登
録
中
議
は
、
本
人
が
夜
袋
、
ミ
リ
メ
i
L
t
ん
の
ぷ
笠
彩
じ
収
ま
る
も

す
る
の
が
原
則
附
で
す
。
本
人
が
登
録
し
の
。
ま
た
は
一
辺
的
長
さ
二
十
託
、
句
、
り

よ
フ
と
す
争
ゆ
鐙
を
時
一
審
し
て
本
庁
市
メ

i
ト
ル
的
蕊
万
形
に
絞
ま
ら
な
い
も

災
糊
側
、
ま
た
は
湖
北
合
・
布
役
'
湖
北
内
珍

っ
く
し
野
町
長
支
部
問
(
我
孫
子
総
務
・
キ
ブ
ム
向
即
・
そ
の
緩
め
印
鑑
で
、
向
郎
総

天
芝
山
日
開
制
約
行
政
鳴
域
内
桔
訴
は
体
怖
く
〉
に
の
変
形
し
や
す
い
も
の

a

中

総

し

て

く

だ

さ

い

号

本

ω彬
を
幹
萌
に
血
病
わ
し
に
く
い
も
の

e

や
む
を
、
手
代
総
人
に
依
頼
さ
れ
る
ネ
そ
の
他
、
殺
終
率
一
司
け
よ
う
事
る

均
台
は
、
吋
幾
何
際
的
旨
を
註
す
る
晴
山
川
凶
」
印
鑑
と
し
て
満
期
当
で
な
い
も
の
a

(

M
汁

〈
山
仏
淑
人
選
任
屈
な
ど
〉
を
添
付
し
て
わ
〈
め
な
い
も
の
、
開
制
闘
が
き
同
閉
し
た

く

だ

さ

い

。

も

的

、

ま

た

は

党

本

内

線

が

切

断

お

れ

。
景
録
で
殺
容
い
印
鑑
た
も
肉
、
一
一
会
食
料
な
ど
)

*
校
総
絵
本
古
和
艇
に
日
出
品
開
、
ま
た
は
外

的
人
波
紋
原
禁
に
波
枕
持
さ
れ
て
い
る
氏

名
、
氏
も

L
く
は
名
ま
た
同
川
氏
名
的
一

般
仰
を
緩
み
合
わ
せ
た
も
の
で
淡
わ
し
て

い
な
い
も
の
。

ネ
穀
業
・
資
総
・
そ
の
池
氏
名
以
外
内

事
坂
を
後
わ

L
て
い
る
も
の
。

山
叩
鐙
の
受
銭
と
枇
叫
附
明
的
方
法
が
昨
年
十
丹
か
ら
変
更
に
わ
ゆ
っ
て
い
ま
す
が
、

00034在

本人織E号機

る
た
め
詮
十
比
さ
れ
た
制
度
で
す
。

}
れ
は
印
紙
幽
を
め
ぐ
る
務
総
合
笠
松
抑
止
す
る
た
め
と
犠
務
手
続
き
の
附
問
機
化
を
密

す
で
に
七
丹
末
現
在
で
約
一
…
万
一
千
人
〈
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
)
仰
μ

々
が
m
w
替

く
た
さ
い
。

明
脇
術
学
総
&
に
つ
い
て

事
殺
さ
を
完
了
し
て
お
り
、
交
付
時
際
的
経
籍
、
『
幾
何
世
的
国
闘
を
町
試
す
る
骨
骨
総
い

の
不
畿
な
ど
非
常
に
好
淡
を
得
て
い
ま
す
。

護
夜
、
印
銭
安
祭
品
目
し
て
あ
っ
て
、
間
叩
銭
登
録
一
試
に
切
替
を
済
ま
せ
て
な
い

方
は
、
信
平
め
に
鵠
緩
事
後
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
九
丹
…
一
一
十
日
ま
で
に
事
総
き
を
し
な
い
場
合
は
、
愛
誌
の
嚇
都
議
が
な

い
も
め
と
み
な
し
、
郎
幹
舗
の
登
録
泣
無
効
に
な
り
ま
す
む
そ
の
後
、
間
叩
銭
説
明

を
品
援
と
す
る
と
き
は
、
務
総
後
品
開
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
な
一
一
法
議

気
鋭
m
w
銭
m
w
獄
事
務
棲
に
品
婆
な
率
一
環
令
謂
加
入
し
、
本
人
が
夜
桜
登
録
を
受

付
て
い
る
m
w
銭
を
添
え
て
申
欄
刊
し
て
く
だ
お
い
勾
向
情
報
凪
そ
の
弛
や
℃
各
機
な
い

磯
山
闘
で
本
人
が
総
悶
に
来
ら
れ
令
い
織
品
一
掃
に
は
、
代
溜
人
い
い
よ
っ
て
申
絡
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
エ
約
機
合
之
墓
径
の
総
務
w

絞
写
る
骨
首
藤
い
が
日
時
懇
で
す
ε

島
常
止
の
印
援
を
合

わ
せ
て
く
だ
さ

h
o

霊
時
時
山
間
査
な

h

。
融
情
銭
的
総
合
管
註
す
る
惜
爾
磁
の
欝
き
方

幾
何
枕
す
る
人
(
後
絞
殺
)
本
人
が
隠

せ
ん
な
ど
の
潟
紙
に
完
本
の
よ
う
に
務

い
で
く
だ
さ
い
。

代理人選任届の書きかた

代理主人滋絞滋

ごヌド人宅ど線認したうえで印鍛綾録証言ど交付いたします。

罷量購霊壁一由主主閣官輔時間唱曲 瞳盟 都禰闘輔量

<<、 ・踏ま受けようとする棚 本人であるこ'1:<1)とと主比三三ι一一
¥¥ .- )) ・本入であることが務認てきるも田 1 .. 豊富!と章容総理措企ぞl 田

吉一官軍国島((偽印織のいヂれか I.....lきたとき j 
日本 11 -----.-ω官公署など殺行の免許後許可董また誌

11 1 11 奪うを緩耳奇書であヮて写興が貼付され、 、
ドリ 台、て腕時あるもの 1"'11〓}叩るこi
bcd ②当事K湘聾蜘受けている人の様変! 日!と科離できi

書 ないとき j 

l 
亡ゴ>(代理人}

新しく印懇楚録去する時

-本人の受章議議 「 ……1 

ii??き!?Tf;桑J
|一一暢11

11 議

手在主答讃は本人が持参(1か月);!内}i

亡今{持参)口コ LifL27み552225J会主

.~担抵で丹交付
は、 28欝後

かかります。

伊時::z;;;ま

!1 

-代議人の認1'0

原義

ゆ1'0銭獲量華申請宅事の場合の r事震波F持軍軍j

(l)f[J鐙絞殺F争議

(2)時1ま監登基準受領

(3)1'[J主投主主重量のi滋答書持参及1.Ff[J

主主登録絞ぞれ員のfヰ

(4)防長霊登鈴統号l替交付申諮

問}正fJ全設長去主主単語i上中音声

(6)印鑑主主主義詣E亡9c:1ぷ

(7)I'IJ滋登主主{鋲察登ま通機工頁愛護さ綴

印鑑驚録証明醤の串

印銃殺録絞籾書の交付をうけるときは、必ず印鑑後録証(カード)マピ持参してくださL、。

@宝量童華士湾総"Î'I~膏の主義会の f機限内容J

(1)受主主主印t駁坊主幸司Jfi脅lこ隠すること

(2)肉j警霊登主主常正明書にごっ泌交1'11立1Ji

登鈴印鑑lJJ'終王争誌に1}唱するこ

J-

{ぬ絞入りの湾総れ
使います。/

後
山
政
印
鑑
を
紛
失
ま
た
は
盗
難
な

νん

に
あ
っ
た
判
明
会
は
、
印
鑑
受
紘
一
肌

41出

A
て
寸
〈
お
問
掛
け
く
だ
M
A
U

勺
ま
た
印

緩
鷲
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
も
間
間
後
で

す
が
、
一
一
数
日
波
紋
)
一
誌
を
待
つ
よ
フ
な

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
そ
ん
め
で
、
よ

く
お
き
が
し
の
今

λ
お
印
刷
川
口
く
だ
手
い
o

dパ
VAvd民
間
以
何
百

市民課からのお願い
lefli雪登録め印IJft-などのためm災深窓口、各支所曜日i;t火習を

泌をまLますc みな芦んにご浅誌をおかけすることがありますので、

なるべく求書室お以外の臼をごflJmくださるようお首長いします。

詳しくは市民課ま

2i (85) 1 1 1 I均台，

(3) 

々 郊のre.つつじ

証i議

e'.} 

登録印鑑

譲事

切替期限は 9月初日
00034在

本人織E号機

印
鑑
輩
録
の
手
続
き

る
た
め
詮
十
比
さ
れ
た
制
度
で
す
。

}
れ
は
印
紙
幽
を
め
ぐ
る
務
総
合
笠
松
抑
止
す
る
た
め
と
犠
油
相
手
続
き
の
餓
燃
化
を
間
同

す
で
に
七
丹
末
現
在
で
約
一
…
万
一
千
人
〈
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
}
的
方
が
m
w
替

事
殺
さ
を
完
了
し
て
お
り
、
交
付
時
際
的
経
籍
、
『
帯
構
伎
の
憶
を
町
試
す
る
脚
官
級
い

の
不
療
な
ど
非
常
に
釘
淡
を
得
て
い
ま
す
。

護
夜
、
印
銭
安
祭
品
目
し
て
あ
っ
て
、
間
叩
銭
登
録
一
試
に
切
替
を
済
ま
せ
て
な
い

方
は
、
信
平
め
に
峨
峨
師
事
総
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
九
丹
…
一
一
十
日
ま
で
に
事
総
き
を
し
な
い
場
合
は
、
愛
誌
の
嚇
都
議
が
な

い
も
め
と
み
な
し
、
郎
幹
舗
の
登
録
泣
無
効
に
な
り
ま
す
む
そ
の
後
、
間
叩
銭
説
明

を
品
援
と
す
る
と
き
は
、
務
総
後
品
開
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
て
、
h
w

一環議

く
た
さ
い
。

明
線
描
ナ
叫
縦
&
に
つ
い
て

加
鳳
鋒
m
w目
見
河
川

W
殺
事
務
骨
に
品
婆
な
感
情
制
令
謂
加
入
し
、
本
人
が
夜
桜
登
録
を
受

付
て
い
る
m
w
銭
を
添
え
て
楠
欄
刊
し
て
く
だ
お
い
勾
向
情
報
凪
そ
の
弛
や
℃
各
機
な
い

磯
山
闘
で
本
人
が
総
悶
に
来
ら
れ
令
い
働
会
に
は
、
代
溜
人
い
い
よ
っ
て
申
絡
す
る

と
と
も
で
き
ま
す
。
こ
約
機
合
之
事
径
の
総
務
w

絞
写
る
骨
首
藤
い
が
日
時
欝
で
す
ε

あ
立
止
の
印
援
を
合

わ
せ
て
く
だ
さ

h
o

霊
時
時
山
間
査
な

h

。
融
情
銭
的
脇
田
舎
証
す
る
惜
爾
前
闘
の
欝
き
方

幾
何
枕
す
る
人
(
後
絞
殺
)
本
人
が
隠

せ
ん
な
ど
の
潟
紙
に
完
本
の
よ
う
に
務

い
で
く
だ
さ
い
。

代理人選任届の書きかた

ft王聖人滋絞滋

i守

母語

ゆ1'0銭獲量華申請宅事の場合の r事震波F持軍軍j

(l)f[J鐙絞殺F争議

(2)EIJ媛登主主受領

(3)1'[J妻家主主主主のi滋答書持参及1.Fr[J

主主登録議受領の{牛

(4)防長霊登主量級号l替交付申諮

問)elJ銭安ま主主尊重泳中議

(6)印鑑主主主主詣E亡90:1:ぷ

(7)rIJ滋登量生!鋲察登喜逸機工頁愛護さ綴

ごヌド人宅ど線認したうえで印鍛綾録証言ど交付いたします。

罷量購霊童一向踊醐師向田 瞳輯 邸調輔自瞳

/ジ，---..、 ・登録ま受けようとする隊緩 ヰi人であるこl生竺望主ヤ翌竺竺土。

¥¥ .- )) ・本入であることが務認てきるも田 1..oI瞳I.!:>)繊細間 一一一一町一四四四叩叩噌

U ~í 軍国島{偽印織の吋れか '.....l きたとき j 
日本 11 -----.-ω官公署など発行の免許後許可董また誌

11 1 11 制緩拐事島であヮて写興会湖付さtL. 1 ̂ 一 、

ド、 11 かつ腕時あるもの 1¥と11草木であるこi
bcd ②当事l芝浦掛を受けている人の様変! 日!と科離できi

書 ないとき j 

l 
亡ゴ>(代理人}

新しく印懇楚録去する時

@宝量童量士湾総"Î'I~膏の主義会の r*整限内容J

(1)ゑ鈴印i数坊主幸司Jfi脅lこ隠すること

(2)fIJ警霊登主義設正明書にごっ泌交付及び

登主義印鑑切主宰王争誌に1}唱するこ

と

-本人の受章締 「 ……つ

:読書?!?討議J
|一一螺II 

11 議

L参

(@答讃は本人が持参(1か月i互角}i
亡会{持参)口コ iして下さ同代理人K慨する州

いま「妻授の滋を喜まする護主義語Jが必繋i
iです。 J

.~現時で丹交付
は、 28欝後

かかります。

jグ 、h ・登録在受けようとする防総

立代 2 諜印鑑経織できなむ剥遂事感

rr llll ~~ U+. r鮒申融緩する滋昭

三人H 猿代灘入選授綴のかきかた糊

-代議人の認1'0

。
新
し
く
印
緩
登
録
を
す
る
時
*
印
刷
脚
内
大
き
き
が
、

4

滅
的
援
さ
八

銭
銭
的
登
録
中
議
は
、
本
人
が
夜
袋
、
ミ
リ
メ
i
L
t
ん
の
波
野
彩
じ
収
ま
る
も

す
る
の
が
原
則
附
で
す
。
本
人
が
登
録
し
の
。
ま
た
は
一
辺
的
長
さ
二
十
近
、
句
、
り

よ
う
と
す
る
印
鐙
を
時
一
審
し
て
本
庁
市
メ

i
ト
ル
的
蕊
万
形
に
絞
ま
ら
な
い
も

災
線
、
ま
た
は
湖
北
命
・
布
役
'
湖
北
内
珍

っ
く
し
野
町
長
支
部
問
(
我
孫
子
駅
総
・
キ
ブ
ム
向
即
・
そ
の
緩
め
印
鑑
で
、
向
郎
総

天
支
伝
説
阿
制
約
行
政
鳴
域
内
棺
務
は
体
怖
く
〉
に
の
変
形
し
や
す
い
も
の

a

中

総

し

て

く

だ

さ

い

号

本

ω彬
を
幹
萌
に
血
病
わ
し
に
く
い
も
の

e

や
む
を
え
千
代
綴
人
に
依
頼
さ
れ
る
ネ
そ
の
他
、
殺
銭
授
品
受
け
よ
う
F
す
る

均
台
は
、
吋
幾
何
際
的
旨
を
証
す
る
滋
悩
」
印
鑑
と
し
て
満
期
当
で
な
い
も
の
a

(
剖
汁

〈
代
淑
人
選
任
屈
な
立
を
添
付
し
て
わ
〈
め
な
い
も
の
、
開
泌
が
き
同
閉
し
た

く

だ

さ

い

。

も

的

、

ま

た

は

党

本

内

線

が

切

断

然

、

れ

。

景

録

で

殺

容

い

印

鑑

た

も

肉

、

一

一

食

料

な

ど

)

*
校
総
絵
本
古
和
艇
に
記
録
、
ま
た
は
外

的
人
波
紋
原
禁
に
波
誠
持
さ
れ
て
い
る
氏

名
、
氏
も
し
く
は
名
ま
た
品
氏
名
的
一

般
仰
を
抑
制
み
合
わ
せ
た
も
の
で
淡
わ
し
て

い
な
い
も
の
。

ネ
穀
業
資
総
・
そ
の
池
氏
名
以
外
内

半
世
嶋
を
後
わ
し
て
い
る
も
の
。

山
叩
鐙
の
受
銭
と
枇
叫
開
明
的
方
法
が
昨
年
十
丹
か
ら
変
更
に
わ
ゆ
っ
て
い
ま
す
が
、

印鑑驚録証明醤の串

印銃殺録絞籾書の交付をうけるときは、必ず印鑑後録証(カー~行者ピ持参じてくださL、

{ぬ絞入りの湾総を、
使います。/

後
山
政
印
鑑
を
紛
失
ま
た
は
盗
難
な
い
と

に
あ
コ
た
判
明
必
は
、
印
箆
受
紘
一
肌
合
添

え
て
す
〈
お
問
掛
け
く
だ
M
E
勺
ま
た
印

縫
成
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
も
間
間
後
で

す
が
、
一
一
数
日
波
紋
)
一
誌
を
待
つ
よ
う
な

こ
E
に
も
ト
号
か
ね
ま
す
ん
め
で
、
よ

く
お
き
が
し
の
今

λ
お
印
刷
川
口
く
だ
か
ヨ
い
o

Aγ2856u 

市民課からのお願い
lelli雪登録めりfJft-などのとめ!liEモ深窓口、各支所以:土曜日i;t火変

泌をましますc みなきんにご没誌をおかけすることがありますので¥

なるべく求書室お以外の臼をニ'flJmくださるようお緩いします。

詳しくは<lîKi，"~ま

2i (85) 1 1 1 I片手
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も
し
地
震
が

発
生
し
た
ら

公
家
に
い
た
ら
》

-
す
ば
や
〈
火
の
し
ま
っ

ひ
地
震
が
き
た
ら
…
番
手
汲
か
な
人
が
予
を
の
ば

し
て
す
ぐ
火
を
抽
出
そ
う
〈
と
く
に
炊
州
事
で
夫
を
使
浴

中
め
持
は
、
必
ず
火
今
、
消
そ
う
二

。
「
火
を
、
併
せ
し
と
玄
い
に
声
を
か
け
あ
う

5

0
ガ
ス
務
総
ハ
の
一
死
後
を
閉
め
る
。

。
抽
出
問
問
中
的
同
時
綴
器
具
は
す
ぐ
火
を
治
そ
う
c

aw
す
ぐ
外
に
と
び
出
す
牟

G
あ
か
て
て
す
ぐ
終
に
淡
ぴ
出
す
め
は
食
品
開
で
す
。

#
ワ
ラ
や
義
援
・
窓
が
い
ア
え
の
総
体
門
を
ど
制
仙
わ
ぬ
紛

が
せ
滑
ち
て
き
ま
す
の
で
外
へ
中
山
る
時
吋
ド
い
は

f
分
な
注

意
が
必
婆
で
す
。

む
丈
夫
な
家
具
に
身
を
寄
せ
た
り
、
知
子
や
ベ
プ
ド

の
下
に
も
〈
U
7

こ
λ
だ
り
し
ま
し
ょ
う
。

。
ど
ん
な
大
き
な
地
官
民
で
も
大
き
な
冷
れ
は

2
1

3
分
ぞ
ら
い
で
す
。
関
間
関
の
様
子
を
よ
く
判
料
開
し
冷

惨
な
行
動
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
の

《
外
に
い
た
ら
》

a-畠動
率
に
乗
っ
て
い
た
ら

。
造
的
聞
の
家
同
関
門
い
感
を
止
め
、
キ
ー
を
入
れ
た
ま

ま
率
か
ら
議
れ
よ
う
{
ス
ピ

i
ド
を
出
向
し
て
み
~
げ
よ

う
と
し
て
ば
か
、
え
っ
て
危
後
で
す
コ

。
電
率
に
象
っ
て
い
た
ら

ハ
ザ
中
阜
市
内
A
W

閉
山
花
物
に
し
っ
か
リ
っ
か
ま
っ
て
‘
粂

説
明
M

員
の
恥
悩
日
不
仁
従
j
@

。
治
下
鉄
は
品
軌
道
ト
い
に
官
同
夜
絡
が
あ
る
の
で
‘
む

や
み
に
率
外
へ
飛
び
出
す
の
は
危
品
開
で
す
。

-
地
下
描
聞
に
い
た
ら

守
地
下
総
で
い
ち
ば
ん
恐
ろ
し
い
の
は
パ
ニ

y
タ

状
様
で
す
。
品
地
下
街
uu
機
造
上
は
安
全
に
叫
に
き
て
い

る
の
で
媛
づ
た
い
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

む
火
災
が
出
発
生
す
る
と
、
同
現
や
か
句
議
ガ
ス
が
充
殺

し
ま
す
の
や
¥
遼
等
の
く
る
方
向
と
は
殺
の
方
向
に

逃
げ
、
燈
等
の
な
い
降
設
や
ス
ロ
ー
プ
か
ら
お
ロ
に

@
デ
パ

i
ト
な
ど
で
実
物
ゃ
な
ら

。
ェ
レ
ベ

i
タ
ー
や
滋
段
い
い
殺
到
す
る
と
危
険
で
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mw
一
む
し
著
い
辛
苦
め
内
燃
ご
ろ
、
デ
ス

一
ク
で
内
訳
議
ゅ
の
利
払
の
身
体
弘
、
品
交
然
に

一
日
絞
り
投
げ
出
さ
れ
た
形
で
‘
一
一
服
附
拘
刊
綴

一
中
央
に
転
が
さ
れ
た
。
臨
輔
立
践
を
可
に
し

一
た
総
際
、
ド
ン
ン
と
持
ち
上
げ
ら
れ
、

数
分
ほ
ν乙
だ
っ
た
時
吋
H
M

駁
土
が
燦
的
、
}

い
と
く
た
ち
の
ぼ
り
、
ほ
と
ん
ど
洩
雰
な

一
し
。
や
や
常
時
れ
て
い
く
土
煙
り
の
ゆ
か

…
ら
、
二
時
附
の
な
の
抑
制
経
か
ら
日
比
下
き
れ

一
る
主
主
主
総
税
庁
、
も
ヲ
も
っ
と
土

…
同
盟
り
を
た
て
て
い
る
。
草
書
家
総
は
ほ
と

ん
ど
ベ
ン
ャ
ン
コ
に
な
っ
て
い
る
が
も

火
の
手
は
ま
だ
気
え
企
勺
以
は
家
放

と
際
人
を
昨
職
先
約
百
絞
め
総
元
に
幾
獲

さ
せ
、
ケ
が
人
が
少
な
い
め
マ
ホ
ッ
と

し
た
。
こ
の
体
数
か
ら
、
火
廷
の
総
心
、

が
え
・
ス
卜
!
ブ
ヘ
め
注
意
な
ど
が
、

際
援
の
際
、
て
き
ぱ
き
と
行
え
る
だ
ろ

う
か
と
い
う
の
が
索
後
な
訟
の
慾
惣
で

ふ
舟
4
h
w
o

し
か
し
、
大
義
災
を
経
験
し
た
こ
と

で
、
多
く
の
教
燃
側
を
畑
押
h

日。

第
一
に
飲
終
水
丹
後
保
で
あ
る
。

人
は
党
制
村
よ
り
も
、
ま
ず
水
を
欲
し

が
る
。
そ
こ
で
総
議
総
に
魔
法
Y
ン
や

ヤ
カ
ン
・
パ
ケ
ツ
会
ど
に
求
を
汲
ん
℃

後
く
必
要
が
あ
る
e

第
一
一
は
灯
火
で
あ
る

各
家
庭
に
口

l
ソ
タ
を
た
く
き
ん
用

窓
し
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
。

第
三
は
自
殺
会
・
前
向
内
会
的
防
総
で

あ
る
。後

沼
除
作
裁
が
本
格
的
叫
に
始
ま
る
ま
で
‘

iwh
安
・
時
制
人
対
策
“
救
急
品
民
側
械
な
ど
を

役
時
鮮
の
者
間
門
会
が
協
力
し
な
け
れ
ば
な

-
h
介。ぃ“

議
後
に
何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
お
民

が
み
ん
な
で
苦
嫁
を
の
守
ニ
、
λ
る
た
め

の
協
力
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
も
食
料
機
・

4

取
療
品
そ
の
帥
他
的
館
南
#
爾

こ
と
で
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(5) 

。
停
震
に
な
っ
て
も
緋
常
灯
が
つ
き
ま
す
か
ら
、

不
に
従
っ
て
幾
綴
し
ま
し
ょ
、
工

@
M
貯
を
一
歩
い
て
い
た
ら

ハV

ブ
ロ
ッ
ク
緩
や
ナ
宿
泊
一
の
そ
ば
、
山
内
べ
与
や
方
ケ

器
地
け
広
い
場
所
へ
遂
臨
時
し
ま
し
ょ
う
c

C
繁
華
街
で
は
‘
上
か
ら
緩
絞
や
ガ
ラ
ス
が
議
ふ
り

き
ま
す
の
で
綴
を
削
除
噌
錯
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
稔

。
一
変
緩
に
よ
る
際
援
に
注
意
し

ι

一
ま
し
ょ
う
(
た
れ

っ
た
後
錨
怖
に
は
絡
対
に
触
れ
な
い安

全
な
避
難

ゴ
・
遊
撃
は
徒
歩
で

ご
っ
富
十
で
の
滋
脚
婚
は
か
え
っ
て
混
乱
を
大
き
〈
し
ま

す
e

必
ず
徒
歩
ぞ
滋
齢
挫
し
ま
し
ょ
う

G

。
務
総
同
同
議
小
限
度
に
(
骨
骨
骨
市
賦
吋
肱
村
山
山
口
問
だ
け
)

。
子
供
同
同
札
宵
負
い
、
病
人
や
名
人
が
い
る
時
吋
は
自

転
機
や
加
担
架
な
ど
で
。

-
韻
胴
上
に
注
窓
を

。
ヘ
ル
メ
ソ
ト
や
仲
間
災
ず
き
ん
、
あ
る
い
は
緩
ぶ

と
ん
で
落
下
帆
怖
か
ら
毅
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

a-念品
積
な
部
閉
は
滋
ぎ
か
れ

。
グ
ゾ
ワ
ン
ス
タ
ン
ド
や
ガ
ス
タ
ン
ク
な
ど

A

一次

災
獲
の
発
生
し
そ
う
な
場
所
に
は
汲
よ
ら
な
い
。

。
狭
い
遂
・
が
け
a

川
ベ

9
・
送
電
線
に
は
近
よ

急
り
介
換
い
c

ふ
だ
ん
の
心
が
け

@
時
H

繍
棋
の
安
全
管
理
を

。
プ
口
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
u
M
舗
網
な
ど
で
出
向
わ
れ
な

い
よ
う
箆
台
北
し
ま
し
ょ
う

6

。
石
油
摺
ス
ト
i
ブ
は
叫
制
緩
品
説
明
夜
品
刊
の
も
の
を
佼
関

l
v
中手
t
t
d

ト
@
A
'
'
e

。
ガ
え
の
一
芯
設
は
ふ
だ
ん
か
ら
必
ず
開
問
め
る
よ
う

朗
自
演
づ
け
ま
し
ょ
う
。

ae
端
綱
火
体
制
酬
を
万
全
に

。
初
期
の
段
階
は
排
出
火
も
湾
総
で
す
。

淡
火
器
を
備
え
、
後
間
出
方
法
を
よ
〈
知
っ
て
お
き
ま

今

3ν
ら
品
、
今

r
e

。
ふ
ど
ん
か
ら
消
火
用
の
バ
ケ
ツ
を
殴
殺
し
、
よ

く
火
を
俊
う
務
所
に
矯
え
て
お
く
。

-
設
内
対
策

。
捌
明
や
家
豆
一
ハ
の
上
か
ら
紛
が
滋
ち
な
い
よ
う
に
点

時
慢
し
ま
し
ょ
う
〈
議
い
務
や
火
き
い
物
を

F
に
出
品
く
可

。
郎
両
れ
や
す
い
本
綴
な
ど
辻
、
し
っ
か
り
機
笈
し

+
+
6
3
'
ν
み
昼
、
吟
，

ze

・
由
競
持
続
で
綴
し
合
お
う

の
い
ざ
と
い
う
待
の
分
担
を
淡
ぬ
で
か
き
ま
と
よ

、「，。
心
連
絡
先
‘
時
塔
梯
繕
場
所
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

C

Z
次
災
擦
の
奨
金
z

る
よ
、
ヲ
い
い
し
ま
し
ょ
う
c
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。
グ
ゾ
ワ
ン
ス
タ
ン
ド
や
ガ
ス
タ
ン
ク
な
ど

A

一次

災
獲
の
発
生
し
そ
う
な
場
所
に
は
汲
よ
ら
な
い
。

。
狭
い
遂
・
が
け
a

川
ベ

9
・
送
電
線
に
は
近
よ

急
り
介
換
い
c

ふ
だ
ん
の
心
が
け

@
時
H

繍
棋
の
安
全
管
理
を

。
プ
口
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
u
M
舗
網
な
ど
で
出
向
わ
れ
な

い
よ
う
箆
台
北
し
ま
し
ょ
う

6

。
石
油
摺
ス
ト
i
ブ
は
叫
制
緩
品
説
明
夜
品
刊
の
も
の
を
佼
関

l
v
中手
t
t
d

ト
@
A
'
'
e

。
ガ
え
の
一
芯
設
は
ふ
だ
ん
か
ら
必
ず
開
問
め
る
よ
う

朗
自
演
づ
け
ま
し
ょ
う
。

ae
端
綱
火
体
制
酬
を
万
全
に

。
初
期
の
段
階
は
排
出
火
も
湾
総
で
す
。

淡
火
器
を
備
え
、
後
間
出
方
法
を
よ
〈
知
っ
て
お
き
ま

今

3ν
ら
品
、
今

r
e

。
ふ
ど
ん
か
ら
消
火
用
の
バ
ケ
ツ
を
殴
殺
し
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よ

く
火
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俊
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務
所
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矯
え
て
お
く
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-
設
内
対
策
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豆
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紛
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F
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可
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担
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な
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Z
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災
擦
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金
z
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ヲ
い
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う
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M

ヅ
ロ
ッ
・
ア
ベ
い
や
お
ベ
い
は
、
み
な
さ
ん
の

ま
わ
り
，
に
た
く
さ
ん
発
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
れ

だ
け
に
ヱ
家
業
者
も
市
民
の
皆
さ
ん
も
安
易
に

考
え
が
ち
で
す
ヲ
。

こ
の
た
め
、
見
せ
か
け
だ
け
は
し
っ
か
り
し

て
い
る
よ
う
で
も
、
安
全
性
に
欠
け
る
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
む

宮
城
県
沖
陣
地
震
の
絡
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
‘

石
べ
い
の
綴
壊
に
よ
り
、
多
く
の
死
傷
者
を
山
山

し
た
こ
と
は
ご
存
知
践
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

地
欄
臓
に
よ
っ
て
滋
絡
に
へ
い
が
倒
れ
る
と
、

死
傷
者
が
刷
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

滋
総
や
数
粉
、
消
珊
火
滋
齢
制
mw
時
陣
獄
官
に
も
な
り
ま

す
。
組
前
線
T
4

惑
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
・
石
ベ

い
な
ど
の
危
幾
殺
を
十
分
持
附
議
す
る
と
と
も
に
、

み
な
さ
ん
自
身
も
由
閥
会
の
ま
お
守
を
見
ま
わ
し

て
、
正
し
い
建
て
方
に
よ
ら
な
い
危
検
な
ブ
ロ

ッ
ク
ベ
い
・
石
べ
い
な
ど
φ

か
ら
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

圏回

議事

まわりの
司』

伸
一
/
安
全
な
ブ
ロ
ッ
ク
ぺ
い
と
¥

部

¥

石

べ

い

の

建

て

方

/

1

.

一
、
へ
い
の
お
き
は
屯
ブ
ロ
ァ
ク
ベ
い
一
一
一
、
へ
い
は
、
韓
務
か
ら
五

f
セ
ン
チ

J

』

i
y
宇
旬
、
二
・

0
メ
!
ト
ん
以
下
、
お
ベ
メ
ー
ト
ル
以
上
践
し
ま
し
ょ
う
e
ま
た
、

v
h
い

な

ら

了

予

;

主

主

E
護
側
附
に
お
い
て
は
、
襲
撃
芝

l
l
l出
た
ら
、
ブ
口
ソ
ク
ペ
ペ
苓
べ
い
と
も
よ
〉
て
約
〆

1
1ん
以
F
め
滋
織
は
喰

1
1
プ
…
一
メ
ー
ト
ル
以
下
が
の
ぞ
悲
し
い
)
波
路
的
中
心
か
ら
ス
メ
l
ト
ん
総
し
て

a'uv
に
お
替
え
、

γ
口
ァ
ク
め
臨
時
各
は
、
寸
総
後
ず
る
よ
ヴ
に
絞
め
ら
れ
て
い
ま
寸

us
接

醐

ぷ

h
t

ン
チ
メ

i
i
ル
の
ブ
口
マ
夕
食
品
慌
の
で
、
作
成
し
下
、
ど
さ
い
。

d
t
h
H
V

胤
し
て
、
険
制
附
川
内
÷
一
…
…
ミ
リ
〆

i
ト
樹
、
総
出
眺
め
似
は
、
ブ
司
y
ク
ベ
い
の

a
T
4
P

ル
、
そ
的
総
は
九
ミ
リ
メ
!
ト
凡
以
上
絡
さ
以
上
と
し
、
基
礎
的
山
出
入
れ
泌
さ

ari引
の
鉄
筋
を
鋭
機
八
十
セ
ン
チ
〆
j
e
ふ
ん
は
、
一
ニ
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と

以
下
町
間
雨
で
蕊
蜜
し
ま
し
ょ
三

L
‘
基
礎
の
せ
い
は
、
四
十
セ
ン
チ
メ

一
一
、
控
廷
は
‘
墜
町
長
さ
一
ニ
・
二
〆

i

l

F
ル
以
上
と
し
ま
す
。

ト
ル
以
内
ご
と
に
設
け
、
中
に
鉄
幹
部
を
蕊
、
問
問
知
ブ
ロ
γ
ク
、
石
品
開
み
な
ど
、

入
れ
て
本
体
と
つ
な
げ
ま
す

γ
筏
察
や
主
税
め
惜
暗
黒
的

i
に
、
絞
殺
、
へ
い
を

段
取
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
B

Y
ク
を
和
げ
る
の
は
、
危
険
で
す
防
総
磁
を
新
た

t
l

悩
む
よ
り
、
現
場
が
り
コ
ン
タ
リ
i
z
p

に
設
け
て
設
滋
し
て
〈
だ
詩
い
。

¥、
J

に
し
た
方
が
宏
九
誌
で
す
。
ま
と
、
へ
い
六
、
ブ

u
y
ク
ベ
い
や
お
べ
い
に
鉄
製

f
L
h
内
議
や
か
ど
に
な
る
繁
に
は
、
券
的
ブ
ス
ン
ス
を
縁
付
け
る
と
、
へ
い

t
t、
ず
総
数
仇
官
級
け
ま
し
ょ
う
u

ブ
瓜
ン
ス
的

取
り
付
け
に
は
、
そ
れ
主
り
の
日
月
前
一
が

番
苓
す
し

ブ
口
ソ
ク
ベ
い
な
ど
を
つ
く
る
場
合

に
は
‘
信
用
哨
で
き
る
魚
殺
に
た
め
れ
日
ニ

と
が
大
窃
で
す

Q

そ
し
亡
、
総
脅
に
ま

か
せ
勺
ぱ
な
し
に
し
な
い

r
xぬ
お
衡

が
器
準
ど
お
り
に
絞
L
〈
ぷ
ゃ
な
し
て

い
る
か
い
ヰ
ヲ
か
を
チ
z
y
ク
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
フ
。

す
む
円
い
あ
る
ブ
口
y
ク
ベ
い
な
ど
で

も
‘
総
し
く
工
事
が
さ
れ
て
い
な
い
と

終
わ
れ
る
も
め
や
、
老
約
化
し
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
専
門
家
的

委
主
淳
、
必
要
な
場
合
に
は
術
弧

し
て
お
け
ば
安
心
で
す
。

プ
口
ン
ク
ベ
い
を
ど
を
十
分
小
官
会
な

も
の
に
改
修
す
る
場
合
に
は
、
止
の
よ

一
っ
か
ゑ
炎
制
刺
殺
ま
り
ま
す
。

ハ
V

金
滋
機
制
問
名
門
V

総
議
念
総
公
擦

り
波
打
U
鼠
品
河
竹
V
仲
叫
ん
後
般
的
批

。
絞
殺
条
件
、
総
絞
綴
門
v
工
務
に
燃
す

る
殺
婚
約
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
で
、

一
関
あ
た
り
十
万
m円
以
上
…
一
双
O
H
m門

以
内

補強
ブロックベい

1 戦場fTちフンクリ…トによる補強例

<D上f史的ブロァクを縦筒が35個以上露出するまでiまずす。

号事3，2m1，きにア0 ，'1クを 1~分議繋から下華客まそ絞り除き基礎もうさき取る e

d話機務総プ口ックf:最上設に穣む会

yタを}良')除いた童五分に下Ellめように鈴iiIiを入れ、フンタリ トを打ち込んで、控室まと詰移

る。
13sf{DI3) 

j去方

i去方検点、

るま議後然2 童書付に

2 ，再討による補強f持トによるI選後{埼

おべ~\

1 筏渇tTちコンクリ
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機宅をはじめ、祭最老後到EO)学科試験

0)免除、労霊3祭主主要霊祭法1ご基づく

待重量主任者免許じり民主穏や作業妥H王
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{公銭鎗譲回明金募集)

砂申し込み方法 繁華震度護{誌が害警

iこ主主演、 氏潟、空手続、霊祭喜義務、

議室主主与さ襲議議機所を記入して寝静L，

込んでくIe!おい。 9河守防かそう6
臼芸までの滅的事事受章とし主主です。紅あ、

取しiilみは、 1入守言語緩令、現在、
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繁松戸津署奪還さ主治令ンヲ 干271総

戸市小岩実家ア後遺豊島会i司ド努惜04

73(白われ竹内機266~告

議機長襲撃l革、 fij世主新潟:工務;こ建

議しておりますe 締め切りガ追っ

℃いき在宅fO)で、院幹 L/:ìみみはお~6i)

81'ヨ16Eヨ空襲の広報あびこでヨ李総

らせし俊;ヌォ クダンス綴護運重量0)

日際宅宏一意義変壁さし家主:r.;ご了敷く

ださい。

惨事電車毘 9月138(ぷ〉毛，91'寺6

8 (二主)fij民会豊富書籍4，5会議室雲

!と。 101'弓11尽くを10月4白

(ニヒ〉市民会総務谷会議室!こ

砂問い合わt主控85-1511

ロ瓦合間離鵠生募集)
家廷で、韓議場で、 aiな主主め害事語き

のよい湾総iこご減資生活のき宇護費者乏し

ませんが。

惨事事幾人気 守工総主主

t-興需鰯 昭和55:1'手91'寺芝まら56王手3

F弓さまで

砂学聖書内容 107'…y(初級〉芸ミ、

段、すまいを空襲える、泊費者問機、

事業者洛霊語、くらしと法律、くら

しと綬務、くらしと安全、ぶれ丈T

らのくそうし、家庭期績のだ空機

静空宇重量Y主主在 テキストマ学習し、

載さ告書襲霊童を提出していだだきまミ言。

験室経線料 銀総〈主主主ざし、報告言葉

綴0)童話送制1品、 総正三重量童三〉

b申し込み方記長 官震主主ま芝i立、絡

し込み望書!こより9角108まで幹

し込んでく主主ささい。

炉問い会ヰコ校、事し込み先 陣'l1E

E昌翌日滅後2益支き綾子260き芸能t:t9，:o

重富総務牧草壁稿4G号雪0472(23)2290

滋織し込み重量は市役所陸軍工授に湾

主義しと巡りま写。

(女声コーラス舗警)
公民総務Eド然了さ~Øiれと1)1" 二Y

で発足主主二打Jムラコーラス認、

女声O)!I…そこーの重要し記事後求.')

て新いし'.;ゆ控室を募集し務妙。

炉駐車線臼鰐 第2、重義主義室日午

患者湖毎警がら12隠さまで

t-軽量著書草華街 中央公会話鐙

険会愛湾総攻

炉問い合わtt IJせ11 来官82~'62

88、森下くみ絞器82-3991

スポ ツO)f突でにまひソフトボ

ル曜をやってみませんか。

努露事総務所 激誌をき重要援壌

争終寝苦Eヨ時 E謀長議 K宮室8と土壁室Eヨ

キ毒U9喜寺3(}分からね跨章受で

務今、主主忙殺5政章習に励んでν1

E聖す(j)-"c入禁草寺をお待ちし法改。

ル申しll1ih、問い合わせ 作罪司君

i主3-41段、議場宮88-5677

直観殴配相談会j
事詩Ci立、支喜外務総理き希望する方

0)1:三めに双により慾9¥怒主主峡磁

と総談会J 校総長撃します。

主霊m邸主長診器ください。

炉B害事 議室著055年9Fヨ'188

午後6~寺から99寺

ル機所 フR雲監主主fij主主主主殺害雪t'ンタ

ー公民密・警護隊長号室衰〉苦毒患

ー'';;;滋 言霊祭王手言語灘駅西つ下主事総

務ア分

き 塑購査等説明会)

索軍事童話綴内の建設業警警夜対委襲と

しだま菱総務草署重量査¢説明会唱を葬警察

しき世宅言。

主主治、熊Zプ発注ぜるi工事忽どの

入札へ参加するえ芝告舎の疑綴審議の

淡母尊重量も間際1之、決めとあり!こ行

いさます。

号室喜美そそうコて主主麹絞殺、語若りだ

くおんの楽しい主主し，らの。ぜひ、

…障室おでかつく主ざ望書い。

ーか真書鰐 91'ヨ10Eヨ仁JJ<)~9816 
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険会望書 誌の丸公豊富 科学技潟産意
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修総理韓議宛縫〈無事詩〉
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視聴覚ライブラソーでは、車訴し

いフィ)lム伝機入しましだ。宅普段-

S主霊長芸妓ーサークルな、う

ぞご主主主義くどきい。
T ヤ竹勺… ー玄亙7言及
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